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オオガハス（開花60周年）

学校の耐震化 地域の支えあい活動

小学生によるごみ出しチェック隊「ヘラソーズ」
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千葉市のプロフィール
位　置 地　勢

　東京都心部まで　約40km
　成 田 空 港 ま で　約30km　
　木 更 津 ま で　約30km

人口・世帯数
　推計人口　　962,988人　　（平成24年1月1日現在）
　世 帯 数　　409,697世帯　（平成24年1月1日現在）

沿　革
　都市としての起源…………大治元年（1126年）に
　　　　　　　　　　　　　千葉常重が猪鼻山に館を築いた。
　近代都市としての出発……明治 6 年（1873年）6月15日に、
　　　　　　　　　　　　　千葉県が誕生し県庁が置かれた。
　市制施行……………………大正10年（1921年）1月1日
　政令指定都市移行…………平成 4 年（1992年）4月1日

面　積 都市計画地域
　272.08㎢
　（うち公有水面埋立面積は33.88㎢）

　中 央 区　　44.81㎢
　花見川区　　34.24㎢
　稲 毛 区　　21.25㎢
　若 葉 区　　84.21㎢
　緑　　区　　66.41㎢
　美 浜 区　　21.16㎢

平均標高　　　　　 21m
最 高 地　　　  103.6m

（緑区板倉町）

　市 街 化 区 域　 129㎢
（市域の47％）

　市街化調整区域　 143㎢
（市域の53％）

広がり
　東西　　25.6㎞
　南北　　24.5㎞

千葉市主要プロジェクト位置図
丸数字は各プロジェクトの位置を表しています。
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② 蘇我スポーツ公園の整備
 （防災公園街区整備）

① 千葉中央港地区
　 まちづくりの推進

事業説明 都心の機能強化や海を活かしたまちづくりの推
進のため、旅客船さん橋や公園等を整備すると
ともに、海上交通に関する需要を把握し新たな
観光資源を創出します。

事業概要 ●旅客船さん橋等の整備
　・旅客船さん橋　２基
　・ふ頭・緑地　約1.6ha
　・防波堤　１基
●公園等の整備
● 旅客船を活用した運航実験の実施
●案内板の整備

事 業 地 中央区中央港１丁目
事業期間 港湾整備　平成19年度～
事業主体 千葉県・千葉市
担 当 課 まちづくり推進課、集客観光課

事業説明 蘇我臨海部におけるスポーツやレクリエーション
の場を創出するとともに、災害時に広域的な防災
拠点となる機能を併せもつ運動公園を整備します。

事業概要
　 　 　

●計画面積：46ha
●施設概要

施　設 防 災 機 能 備考

蘇我球技場
［フクダ電子
　アリーナ］

現地対策本部
物資集配、集積、
荷捌きスペース、
救護医療スペー
ス、復旧部隊の活
動拠点等 整

備
済
み

多目的広場
［フクダ電子
 スクエア］

警察・消防等の待
機駐屯スペース
（臨時ヘリポート）

テニスコート
［フクダ電子
 ヒルスコート］

一時避難所

第1多目的グラウンド
（仮称）約2.5ha 広域消防隊の集結

未
整
備
区
域
約
23 

ha
を
整
備
予
定

第2多目的グラウンド
（仮称）約6.0ha ヘリポート

第3多目的グラウンド
（仮称）約2.2ha 自衛隊の待機、

駐屯レクリエーション
広場　約1.8ha
第3駐車場
約1.6ha、約500台 広域消防隊の集結

第4駐車場
（スケートパーク）
約1.5ha、約300台

自衛隊関連車両の
駐車

（その他）
ジョギングコース、
バックヤートﾞなど

事 業 地 中央区川崎町地内
事業期間 平成14年度～（平成17年度一部開園）
事 業 費 約327億円
事業主体 独立行政法人都市再生機構
担 当 課 公園建設課

③  緑と花のあふれるまちづくりの推進

事業説明 どの街角でも緑が豊かに感じられ、四季折々の
花を楽しめる緑と花のあふれるまちづくりを進
めます。

事業概要 ●中心市街地の緑化の推進
　 緑が少ない中心市街地において、うるおいの
ある都市空間を創出するため、屋上や壁面の
緑化に要する費用の一部を助成。
●緑と花の人材育成と活動拠点づくりの推進
　・緑と花の地域リーダー養成
　　地域における緑化と花づくりの活動リー  
　　ダーを養成。
　・花とひとのネットワークづくり
　　市民、企業、生産者などから構成される「花
　　とひとのネットワーク実行委員会」の運営
　　を支援。
●市の花オオガハスの系統保存
　 文化的・歴史的な価値を有する市の花「オオ
ガハス」の開花60周年を記念して、千葉公園
においてオオガハスを系統保存。
●花いっぱい地域活動の推進
　 地域で花壇づくりに取り組んでいる団体に対し
て、花苗や種子を年２回助成。
●緑と花のコンテストの実施
　・花壇コンクール
　　市民、団体、企業、小中学校などを対象に、
　　種から育てるコンクール。
　　　「一般花壇」部門
　　　「プランター花壇」部門
　・中央公園コンテナガーデンコンテスト
　　花の好きな市民や団体が日頃の活動の成果
　　を発表する場として、プランターなどを組
　　み合わせた美しさを競うコンテスト。

事業主体 千葉市
担 当 課 緑政課

緑と花の地域リーダー養成講座

総合保健医療センターの太陽光発電

第１回中央公園
コンテナガーデンコンテスト市長賞

④ 再生可能エネルギーの推進

総合保健医療センターの太陽光発電

事業説明 環境負荷の低減や安全なエネルギーの確保のた
め、住宅用の太陽光発電設備及び太陽熱利用給
湯システムの設置に助成するとともに、再生可
能エネルギー資源の利活用を検討し、導入を推
進します。

事業概要 ●住宅用太陽光発電設備の設置費の一部助成
　（平成13年度～）
　・助成額
　　1ｋWあたり3万円、上限9万円（市内業者活
　　用時は1kWあたり4万円、上限12万円）
　・助成件数（平成24年度）
　　500件/年（個人）、1件/年（分譲マンション）
● 住宅用太陽熱利用給湯システムの設置費の一
部助成（平成24年度～）
　・助成額
　　強制循環式　8万円
　　　　　　　　（市内業者活用時は10万円）
　　自然循環式　4万円
　　　　　　　　（市内業者活用時は5万円）
　・助成件数（平成24年度）
　　50件/年
● 再生可能エネルギー資源の利活用についての
検討（平成24年度～）
　・再生可能エネルギー導入に向けた調査・検討
　・ 下水道施設での再生可能エネルギー資源の
利活用を検討・推進及び消化タンク、消化
ガス設備の整備

事業主体 千葉市
担 当 課 環境保全課、下水道計画課、下水道施設建設課

1 豊かな緑と水辺を活かした、自然とともに生きるまちへ

まちづくりの方向性

千葉みなと駅前港湾整備イメージ図

蘇我スポーツ公園整備計画図

豊かな自然を守り、はぐくむ 緑と花のあふれる都市空間を創る

環境に配慮した低炭素・循環型社会を創る

（注）事業費等は、変更となる場合があります。担当課は、平成24年４月１日のものです。
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⑤ ごみ減量・再資源化の推進 ⑥ 良好な水環境づくりの推進

事業説明 循環型社会の実現に向け、一般廃棄物（ごみ）処
理基本計画に基づく各種施策を実施し、さらな
るごみの分別・再資源化に向けた取組みを積極
的に推進します。

事業概要 ●ごみ減量のための「ちばルール」の推進
　 市民・事業者・市が自主的にごみの減量に取
り組む行動指針（3Ｒ）を推進しています。
　・レジ袋削減・簡易包装の推進
　・エコ製品の取り扱い・販売促進
　・食品トレイなどの自己回収
　・新聞販売店による古新聞回収
●3Ｒ教育・学習の推進
　・全市立小学校等での「ごみ分別スクール」
　・ 小学生によるごみ出しチェック隊「ヘラ
ソーズ」

　・ 町内自治会へのごみの分別説明「チャレン
ジ1000」

●生ごみ・剪定枝等の減量・再資源化の推進
　・家庭用生ごみ処理機等の購入助成
　・生ごみ分別収集特別地区事業
　・剪定枝等循環システムの構築
●古紙・布類の再資源化の推進
　・古紙・布類の分別収集の推進
　・集団回収活動の支援
　・拠点回収等多様な排出機会の提供
●ごみの分別・排出ルールの遵守・指導徹底
　・ルール違反ごみの調査及び改善指導
　・ごみステーションの美化に取り組んでいる
　　団体等の表彰

事業期間 平成24年度～平成33年度
（千葉市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画）

事業主体 千葉市
担 当 課 廃棄物対策課、収集業務課

事業説明 東京湾の水質を改善するため、南部浄化セン
ターにおいて高度処理施設の増設を進めます。

事業概要 ●主な事業（平成24年度）
　南部浄化センターＣ系高度処理施設

（処理能力　27,645㎥／日）
　・水処理機械電気設備
　・送風機設備
　・導水渠整備

事 業 地 中央区村田町893番地
事業期間 平成19年度～
事 業 費 約21億円（平成24年度）
事業主体 千葉市
担 当 課 下水道施設建設課

⑧ 海浜病院の再整備

事業説明 市民に良質な医療を提供するため、両市立病院
の役割や機能の分担、連携などを検証し、海浜
病院再整備基本計画を見直します。

事業概要 ●市立病院基本構想の策定
　・ 基礎調査（千葉医療圏に関する医療需給等）
の実施

　・シンポジウムの開催
　・ワークショップの開催
●海浜病院再整備基本計画の策定

事業期間 平成24年度～平成26年度
事 業 費 3,200万円
事業主体 千葉市
担 当 課 経営企画課

⑦ 健康づくりの推進 ⑨ 質の高い多様な
　　 保育サービスの提供

事業説明 市民の健康づくりに対する意識は年々高まって
おり、疾病の予防に重点をおいて、栄養や食生
活、運動、こころの健康づくりなど、市民や関
係団体と市が一体となった健康づくりを推進し
ます。

事業概要 ●新世紀ちば健康プラン次期計画の策定
●がん検診の推進
●健康運動対策の推進
●特定健康診査の充実
●食育推進計画の策定

事業主体 千葉市
担 当 課 健康企画課、健康支援課、健康保険課

事業説明 待機児童の解消と共に、働き方の多様化などに
対応するため、利用者のニーズを踏まえた、質
の高い保育サービスを拡充します。

事業概要 ●保育所の整備
　・９か所
●保育所の改築
　・３か所
● 先取りプロジェクト認定保育施設及び保育
ルームの拡充
　・先取りプロジェクト認定保育施設
　　18か所
　・保育ルーム
　　53か所
●グループ型小規模保育の実施
　・３か所
● 多様な保育需要への対応（一時預かり、特定
保育、病児・病後児保育、休日保育、障害児
保育及び延長保育の拡充）
　・一時預かり　　　  24か所
　・特定保育　　　　  21か所
　・病児・病後児保育　 9か所
　・休日保育　　　　　 4か所
　・障害児保育　　　116か所
　・延長保育　　　　114か所
●保育所地域活動事業の拡充
　・116か所

事業主体 千葉市・民間保育園運営事業者・
認可外保育施設運営事業者・
個人（家庭的保育員）等

担 当 課 保育支援課、保育運営課

2 支えあいがやすらぎを生む、あたたかなまちへ

まちづくりの方向性

ごみ分別スクール

高度処理施設全景

海浜病院

健康で活力に満ちた社会を創る こどもを産み、育てやすい環境を創る

⑩ 幼稚園教育の充実

事業説明 幼稚園教育の充実と保護者の経済的負担の軽減
を図るため、各種事業を行います。

事業概要 ●私立幼稚園就園奨励費補助の拡充
●私立幼稚園長時間預かり保育の拡充
　・平成23年度　10園
　　　　　　　　　↓
　　平成24年度　15園
●私立幼稚園健康診断等補助の創設
　・ 市内私立幼稚園が実施する園児の内科・
歯科健康診断等の経費に対し助成。

事業主体 千葉市
担 当 課 こども企画課
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⑪ 子どもルームの拡充

⑭ DV防止対策

⑮ あんしんケアセンターの整備

⑯ 介護予防の推進

⑱ 認知症疾患医療センターの設置

⑰ 介護保険サービスの充実

⑲ 障害のある人への支援の充実
⑬ 子ども・若者

　　 総合相談センター（仮称） の設置
事業説明 放課後児童の健全育成を図るため、子どもルー

ムの運営・施設整備を行います。
事業概要 ●運営形態：千葉市社会福祉協議会への委託

●ルーム数：123か所
●開 設 日：日曜日、祝日及び年末年始を除く日
●開設時間：平　日　午後１時から午後６時まで
　　　　　　（午後６時から午後７時までの延長あり）
　　　　　　土曜日　午前８時30分から

　　　　　　　　午後４時30分まで
事 業 地 市内109小学校区
事 業 費 約21億円
事業主体 千葉市
担 当 課 健全育成課

事業説明 DVの防止や啓発を図るため、DV防止・支援基
本計画の策定を行うとともに、ＤＶ被害者支援
に係る各種事業を行います。

事業概要 ●DV防止に係る啓発（街頭キャンペーン等）
●DV相談窓口職員向け研修
●民間支援団体への助成
●DV防止・支援基本計画の策定

事 業 費 約170万円
事業主体 千葉市
担 当 課 健全育成課

事業説明 高齢者が住み慣れた地域で、安心した生活が送
れるよう、高齢者の介護や福祉などに関するさ
まざまな相談に応じるほか、権利擁護などの支
援や介護予防ケアプランの作成などを行うあん
しんケアセンター（地域包括支援センター）の整
備を行います。

事業概要 ●あんしんケアセンターの増設
　・平成24年10月より12か所
　　　　　　　　　→24か所に増設します。
　　　中央区　　２か所→５か所
　　　花見川区　２か所→４か所
　　　稲毛区　　２か所→４か所
　　　若葉区　　２か所→４か所
　　　緑区　　　２か所→３か所
　　　美浜区　　２か所→４か所

※あんしんケアセンターの業務
・総合相談支援（保健、医療、福祉等に関する
総合的な相談）
・権利擁護支援（成年後見制度利用支援・虐待
対応・消費者被害防止等）
・行政・医療・介護・地域団体等、関係機関
との連携体制構築
・二次予防事業対象者への対応
・要支援１・２の認定者のケアプラン作成

事業期間 平成18年度～
事 業 費 約４億7,200万円（平成24年度）
事業主体 千葉市
担 当 課 高齢福祉課

事業説明 高齢者が、要支援・要介護状態になることをで
きる限り予防し、健康でいきいきと自立した生
活が続けられるよう、あんしんケアセンターを
中心に保健福祉センターや関係機関、地域住民
等の協力を得て、「介護予防の取組み“いきいき
あんしんプログラム”」を推進します。

事業概要 ●一次予防事業
・介護予防に関する知識の普及啓発
　（講演会、相談会、脳の健康教室、ゆ～酸   
素運動教室等）
・自主的な介護予防に資する活動の育成や支援
●二次予防事業
・二次予防事業の対象者把握
　（基本チェックリストの実施）
・介護予防に関する教室や相談等の開催
　（元気アップ教室、ヘルスアップ運動教室、 
　歯っぴー健口教室、元気アップ相談等）

事業期間 平成18年度～
事 業 費 約２億6,600万円（平成24年度）
事業主体 千葉市
担 当 課 高齢福祉課、健康支援課

事業説明 認知症に関する鑑別診断、専門医療相談、身体
合併症・周辺症状の急性期対応などを行う認知
症疾患医療センターを設置します。

事業概要 ●場　　所
　千葉大学医学部附属病院内（委託）
●業務内容　
　・患者家族等の相談受付
　・鑑別診断
　・専門医療相談
　・研修会、連携協議会等の開催

事業期間 平成24年度～
事 業 費 595万円（平成24年度）
事業主体 千葉市
担 当 課 高齢福祉課

事業説明 介護サービスの基盤の充実および質の向上を図
るため、特別養護老人ホームの整備に助成する
とともに、介護人材の確保・定着に向けた取組
みを進めます。

事業概要 ●特別養護老人ホームの整備助成
●介護人材の確保
　ホームヘルパー２級資格取得支援　50件

事 業 費 約５億2,300万円
事業主体 千葉市
担 当 課 高齢施設課、介護保険課

事業説明 障害のある人の地域での自立した生活や社会参
加を促進するため、グループホームなどの生活
や活動の場の確保を進めます。

事業概要 ●グループホーム等新築・改修　６か所　
●グループホーム等開設準備費助成　8か所
●グループホーム等運営費補助　９か所
●障害者施設改修　１か所

事 業 費 7,400万円
事業主体 千葉市
担 当 課 障害企画課、障害者自立支援課

事業説明 ニートや引きこもり・不登校などの子ども・若
者とその保護者の相談窓口として、新たに子
ども・若者総合相談センター（仮称）を設置しま
す。

事業概要 ●電話・来所などの相談窓口
　・対象　30歳代までの社会生活を営む上での
　　　　　困難を有する子ども・若者等
　・場所　青少年サポートセンター内

事業期間 平成24年８月～（予定）
事 業 費 約290万円（平成24年度）
事業主体 千葉市
担 当 課 健全育成課、青少年サポートセンター

子どもルーム

⑫ 子育て支援の充実

事業説明 安心してこどもを産み、育てやすい環境をつく
るため、子育て家庭への支援を充実します。

事業概要 ●ファミリー・サポート・センターひとり親家
庭支援
・ひとり親家庭がファミリー・サポート・セ
ンターを利用する際に、利用料の一部を助
成します。

●父親の育児参加の推進
・男性の育児参加を推進するため、就労する
父親及び母親を対象とした両親学級を、
土・日曜日に開催します。

●子どもの医療費の助成
・保険診療の範囲内で、通院は小学校３年生、
入院は中学校修了までの医療費の一部また
は全部を助成します。

事業主体 千葉市
担 当 課 保育支援課、健康支援課、こども企画課　

高齢者が心豊かに暮らせる長寿社会を創る

障害のある人が自立して暮らせる共生社会を創る
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� 松ケ丘中学校の改築

�  放課後子ども教室の推進

� 学力状況調査の実施

� 高等特別支援学校の整備

� 科学都市戦略の推進

事業説明 校舎等の老朽化が著しいため、
改築を進めます。

事業概要 ●敷地面積：17,605㎡
●施設内容：校舎・武道場・プール等
●延床面積：7,226.74㎡

事 業 地 中央区松ケ丘町440番地
事業期間 平成20年度～平成24年度
事 業 費 約21億円
事業主体 千葉市
担 当 課 学校施設課

事業説明 放課後における児童の安全・安心な居場所を確
保するため、地域住民などの参画により、さま
ざまな活動の機会を提供します。

事業概要 小学校ごとに設置する実行委員会を中心に、地
域住民や保護者の方々の参画を得て、小学生を
対象に、学習やスポーツ・文化芸術活動、地域
住民との交流活動等を行います。

事 業 地 市立全小学校等
事 業 費 約1,500万円
事業主体 千葉市
担 当 課 生涯学習振興課

事業説明 新学習指導要領全面実施後の児童生徒の実態を
把握し、わかる授業を推進するため、学力状況
調査を実施します。

事業概要 ●学力状況調査の実施（調査・採点・集計）
　・実施学年　３年生及び５年生
　・実施教科　４教科（国語、社会、算数、理科）

事 業 地 市立小学校
事業期間 平成24年度～
事 業 費 1,500万円（平成24年度）
事業主体 千葉市
担 当 課 指導課

事業説明 生徒数の増加に対応し、一人ひとりのニーズに
応じた教育を充実するため、旧真砂二小跡施設
に高等特別支援学校・養護学校高等部分校を整
備します。

事業概要 ● 軽度知的障害の生徒の社会自立、職業自立を
目指した教育課程の編成
● 校舎及び屋内運動場の耐震補強工事を含む教
育環境の整備

事 業 地 美浜区真砂５丁目18番１号
事業期間 平成24年度～平成25年度
事 業 費 約３億4,000万円
事業主体 千葉市
担 当 課 指導課

事業説明 科学・技術を市民が身近に感じることができる
環境を創出するため、大学・企業・ＮＰＯ等と
連携して、科学都市戦略を推進します。

事業概要 ●科学都市戦略の推進
平成23年６月に策定した「千葉市科学都市戦
略」を基に、『こどもから大人まで、すべての
市民が、日常生活の中で科学・技術を身近に
感じることができる、科学都市を創造する。』
を目指し、次の３つの基本方針に沿って科学
都市ちばの実現に向けた取組みを行います。
・魅力ある「人財」を生み出す土壌の醸成
・戦略的な産業・技術振興への取組み
・ライフスタイルに科学・技術が溶け込む環
境づくり

●千葉市科学フェスタ2012の開催
「千葉市科学フェスタ2012」を開催し、市民のみ
なさんが気軽に科学・技術に触れ合い、ライフ
スタイルに科学が浸透する機会を提供します。

事 業 地 市内全域
事業期間 平成23年度～
事業主体 千葉市・企業・大学・市民団体等
担 当 課 経済企画課、生涯学習振興課、指導課

松ケ丘中学校の完成予想図

多くの人で賑わう企業の出展ブース（科学フェスタ2011）

⑳ 校舎・屋内運動場の耐震補強

� 学校適正配置の推進

事業説明 地震などの災害時において児童生徒の安全を確
保するとともに、地域住民の避難所としても使
用できるようにするため、学校施設の耐震化を
推進します。

事業概要 ● 耐震性の低い校舎及び屋内運動場の耐震補強
工事
　・耐震補強対象となる校舎　132校
　　（うち平成23年度までに47校の耐震化を完了）
　・耐震補強対象となる屋内運動場　121校
　　（うち平成23年度までに55校の耐震化を完了）

事 業 地 市内小学校・中学校等
事業期間 平成９年度～平成26年度
事 業 費 約580億円
事業主体 千葉市
担 当 課 学校施設課

事業説明 児童生徒のよりよい教育環境を整備し教育の質
を充実するため、小・中学校の統合等により学
校適正配置を推進します。

事業概要 ● 地元代表協議会において、適正配置の必要性、
統合の組み合わせ・時期、統合校の位置につ
いて協議します。
　・平成24年度の協議継続地区　３地区
● 統合場所となる校舎の大規模改造工事を行い
ます。
　・平成24年度以降に予定されている対象校　
　　６校

事 業 地 ●協議継続地区：幸町、千城台、花見川
●工事対象校：高洲小、真砂東小、高浜海浜小、
　　　　　　　　磯辺統合小、
　　　　　　　　真砂中、磯辺統合中

事 業 費 約28億円
事業主体 千葉市
担 当 課 企画課、学校施設課

� 新宿小・中学校の増築

事業説明 新宿小学校の過大規模校化を解消するため、新
宿中学校に校舎を増築し、平成26年度から新宿
小学校の６年生の使用に供するとともに、将来
の新宿中学校の教室不足への対応を図ります。

事業概要 ● 校舎増築及び増築に伴う校舎内部改修・グラ
ンド整備
　・ 校舎棟の増改修（普通教室、昇降口、職員室、
図書室、理科室、給食受取室など）、部室・
倉庫棟の増改築

　・増築延床面積　1,950.58㎡
事 業 地 中央区問屋町１番73号（新宿中学校）
事業期間 平成23年度～平成25年度
事 業 費 約６億円
事業主体 千葉市
担 当 課 企画課、学校施設課

� 緑町小学校の改築

事業説明 校舎・屋内運動場等の老朽化が著しいため、改
築を進めます。

事業概要 ●敷地面積：13,636.02㎡
●施設内容：校舎・屋内運動場・プール等
●延床面積：6,892.48㎡

事 業 地 稲毛区緑町２丁目13番１号
事業期間 平成20年度～平成24年度
事 業 費 約20億円
事業主体 千葉市
担 当 課 学校施設課

3 豊かな心が育ち、新たな価値が生まれるまちへ

まちづくりの方向性

耐震補強後の校舎（幕張東小学校）

緑町小学校の完成予想図

未来を担う人材を育成する

� こどもの参画
事業説明 子どもの社会への参画を促進することで、子ど

もの「自覚」と「自立」を促し、「こどもの参画」に
よるまちづくりを推進します。

事業概要 ●「こどもの力フォーラム」開催
●「こどもの力ワークショップ」開催
●「こどものまちＣＢＴ」開催
●「子どもの職場探検＆ランチミーティング」開催
●「こどもカフェ」のモデル運営

事 業 費 約400万円
事業主体 千葉市
担 当 課 こども企画課

こどもの力フォーラム

生涯を通じた学びとスポーツ活動を支える
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� 鉄道駅の耐震補強

� 雨水対策の推進（公共下水道の整備）

� バリアフリー化の推進

� 雨水対策の推進（河川の改修）

� 橋梁の整備
　　（耐震強化及び長寿命化）

事業説明 災害時における拠点機能の確保及び利用者の安
全性の向上を図るため、鉄道の高架駅における
耐震補強を促進します。

事業概要 ●鉄道高架駅　支柱の耐震補強　７本
事 業 地 中央区新町250番３（京成千葉駅）
事業主体 京成電鉄株式会社
担 当 課 交通政策課

事業説明 浸水被害を軽減するため、雨水管渠などの整備を
行うほか、地域の雨水対策を促進するため、貯留
浸透施設や防水板の設置費用の一部を助成します。

事業概要 ●雨水管渠の整備
●調整池の改修
●雨水貯留浸透施設設置の助成
●防水板設置の助成

事業期間 昭和10年～
事 業 費 約10億円（平成24年度）
事業主体 千葉市
担 当 課 下水道計画課、下水道建設課、下水道営業課

事業説明 高齢者、障害者等の公共交通機関を利用した移
動の利便性・安全性の向上を図るため、主要な
駅を中心とした一定の地区において、バリアフ
リー化を推進します。

事業概要 ●歩道の段差の解消：185か所（平成24年度）
●電線共同溝の整備 ：２路線（平成24年度）

事 業 地 市内の主要な駅とその周辺
（重点整備18地区）

事業主体 千葉市
担 当 課 維持管理課、中央・美浜土木事務所、

花見川・稲毛土木事務所、若葉土木事務所、
緑土木事務所

事業説明 流域内の浸水被害を軽減するため、河川の改修
を推進します。

事業概要 （１）一級河川勝田川の改修
　●改修内容
　　・河道改修延長　　3,530ｍ
　　・河道幅　　21.4～ 38.6ｍ
　　・橋梁架替７橋
　●事 業 地：花見川区宇那谷町～横戸町
　●事業期間：平成６年度～
　●事 業 費：約104億円
（２）二級河川坂月川の改修
　●改修内容
　　・河道改修延長　　2,926ｍ
　　・河道幅　　18.0～ 24.3ｍ
　●事 業 地： 若葉区小倉町～加曽利町
　●事業期間： 平成20年度～
　●事 業 費： 約６億円

事業主体 千葉市
担 当 課 都市河川課

事業説明 震災時の緊急輸送道路の交通確保と二次災害防
止のため、耐震補強を行うとともに、橋梁長寿
命化修繕計画に基づき、橋梁の補修・架け替え
を行います。

事業概要 ●橋梁の耐震補強
●橋梁の補修
●橋梁の架け替え

事 業 地 市内全域
事業期間 平成５年度～平成32年度（橋梁耐震補強）

平成23年度～平成32年度
（千葉市橋梁長寿命化修繕計画）

事業主体 千葉市
担 当 課 維持管理課、中央・美浜土木事務所、

花見川・稲毛土木事務所、若葉土木事務所、
緑土木事務所、道路建設課

� 防災体制の充実

事業説明 東日本大震災の発生を教訓として地域防災計画
の見直しを行うとともに、防災行政無線の改修、
自主防災組織の結成促進などにより、危機管
理・防災対策の強化を図り、災害に強いまちづ
くりを進めます。

事業概要 ●地域防災計画の改定
●防災行政無線の改修
●自主防災組織の結成促進
●防災井戸の機能確保
●避難所運営体制の整備

事業主体 千葉市
担 当 課 危機管理課、防災対策課

4 ひと・モノ・情報がつながる、
生活基盤の充実した安全で快適なまちへ

まちづくりの方向性� 高洲市民プール・体育館の再整備
� コミュニティセンター等の保全

�   トップスポーツとの連携の推進

� 加曽利貝塚出土資料の再整理

� 地域コミュニティの活性化　
　　　（旧花見川第五小学校）

� 協働事業提案制度

事業説明 老朽化した高洲市民プール及び体育館を海洋公
民館こじま跡地と一体的に整備するための基本
計画を見直し、利用者が安全かつ快適にスポー
ツ・レクリエーション活動ができるよう、高洲
市民プール及び体育館の再整備を行います。

事業概要 ●屋外25ｍプール
●幼児用プール
●体育館（アリーナ面積800㎡）
●事務室、トレーニング室、更衣室等

事 業 地 美浜区高洲４丁目２番２号
（海洋公民館こじま跡地）

事業期間 平成24年度～平成27年度
（平成28年４月　供用開始）

事 業 費 ９億2,000万円
事業主体 千葉市
担 当 課 スポーツ振興課

事業説明 地域コミュニティにおける活動と連帯感の醸成
の場であるコミュニティセンター等の施設機能
維持のため、改修及び再整備を実施します。

事業概要 ●コミュニティセンター等の改修
●コミュニティセンターの再整備

事 業 地 各コミュニティセンター等
事業期間 平成24年度～
事業主体 千葉市
担 当 課 市民総務課

事業説明 トップチームやトップアスリートなどの情報を
データベース化し、市民に周知を図ります。ま
た、チームや選手などの母校訪問や地域交流活
動などと市民ニーズのマッチングを図り、市民
がトップスポーツに触れ合える機会の提供をす
るなど、トップスポーツとの連携を推進します。

事業概要 ●トップスポーツとの連携にかかる会議の開催
● トップチームやトップアスリートのデータ
ベース化
● 本市のトップチームやトップアスリート等の
情報発信
● 地域での交流活動、学校訪問などの社会貢献
活動の支援

事業期間 平成24年度～
事業主体 千葉市
担 当 課 スポーツ振興課

事業説明 加曽利貝塚の特別史跡指定に向けて、出土資料
の再整理を行います。

事業概要 昭和37年度から平成元年度まで12次にわたっ
て行われた加曽利貝塚の発掘調査で出土した資
料を有効活用するために、出土資料の再整理や
調査報告書の刊行を行います。

事 業 地 千葉市埋蔵文化財調査センター
事業期間 平成24年度～平成27年度
事 業 費 3,600万円
事業主体 千葉市
担 当 課 生涯学習振興課

事業説明 地域活動・交流の拠点を整備するため、統合に
より廃校となった旧花見川第五小学校の跡地の
有効活用を進めます。

事業概要 ●旧校舎解体撤去
●旧校舎跡地売却
●地域開放モデル事業施設整備

事 業 地 花見川区花見川８番２号
事業期間 平成24年度～
事業主体 千葉市
担 当 課 市民サービス課

事業説明 市民主体のまちづくりを推進するため、市民団
体から多様な経験や知識を活かした事業提案を
募集し、市と協働して事業を行います。

事業概要 市民団体と市が協働で取り組むことにより、事
務事業の改善や市民サービスの向上につながる
など、具体的な成果が期待できる事業提案を募
集します。
選考された事業提案については、実現に向けて
提案団体と市との協議を行い、選考の次年度に
協働事業として実施します。

事業期間 平成23年度～
事業主体 千葉市
担 当 課 市民自治推進課

畑コミュニティーセンター

文化を守り、はぐくむ

加曽利貝塚

市民の力をまちづくりの力へ

市民の安全・安心を守る
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� 千葉駅西口地区の再開発 � 住宅環境の整備
事業説明 千葉駅東口に集中する交通機能の分散や土地の

合理的で健全な高度利用の促進及び都市機能の
更新を図るため、駅前広場や再開発ビルを整備
します。併せて、市役所周辺などの臨海部への
アクセスを向上させるため、千葉港黒砂台線を
整備します。

事業概要 （１）千葉駅西口地区第二種市街地再開発
　●公共施設の概要
　　・駅前交通広場　約6,280㎡
　　・都市計画道路　約170m
　　・公園　　　　　約950㎡
　●施設建築物の概要
　　・敷地面積　　　約6,360㎡
　　・延床面積　　　約56,840㎡
　　・店舗、事務所、ホテル等
　●事 業 地：中央区新千葉１丁目・２丁目
　●事業期間：平成２年度～平成25年度
　●事 業 費：約753億円
（２）都市計画道路千葉港黒砂台線
　●整備の概要
　　・延長　約250m
　　・幅員　22～40m
　　・車道　２道線
　●事 業 地：中央区登戸２丁目～新千葉２丁目
　●事業期間：平成元年度～平成25年度
　●事 業 費：約155億円

事業主体 千葉市
担 当 課 西口再開発事務所

事業説明 千葉市住生活基本計画に基づいて良質な住宅や
高齢者に配慮した住宅の供給を図るため、住ま
いづくり等の情報提供に努めるとともに、公的
賃貸住宅の供給、民間住宅の質の向上、安全な
住宅取得の促進や既存ストックの適切な維持管
理及び更新を誘導するなど安全で安心して住み
続けられる住まいづくりを促進します。

事業概要 ●民間賃貸住宅の入居支援
　 住宅情報提供の一つとして、高齢者やひとり
親世帯等に対し、民間賃貸住宅の情報提供
を行います。また本制度を利用した方（生活
保護世帯除く）のうち家賃債務保証会社と契
約を行った方に初回分の保証委託料の1／2
（２万４千円限度）の助成を行います（５件）。
●住宅建築資金等利子補給
　 安全で安心な持ち家の取得を促進するため、
耐震性が劣る住宅や災害により被災した住宅
などを建替え、補修又は新たに購入する方に、
金融機関から借り入れた資金の利子の一部を
補給します（３戸）。
● 市営住宅（平成24年４月１日現在の管理戸数
7,118戸）
　・ 建替：従前104戸→建替後111戸（平成22
年度～平成26年度）

事業期間 平成24年度
事業主体 千葉市
担 当 課 住宅政策課、住宅整備課

� 耐震診断・耐震改修助成の推進

事業説明 住宅の耐震性の向上を図るため、昭和56年５月
31日以前の旧耐震基準により建設された住宅の
耐震診断・耐震改修を行う方（分譲マンション
は管理組合）に、その費用の一部を助成します。

事業概要 （１）耐震診断
　市民が自ら所有し、居住する住宅が対象です。
　●木造住宅
　　・補 助 額　診断に要する費用の３分の２、
　　　　　　　　上限４万円
　　・補助件数　100戸（平成24年度）
　●分譲マンション
　　・補 助 額　診断に要する費用の３分の２、
　　　　　　　　上限1,634千円
　　・補助件数　１棟（平成24年度）
（２）耐震改修
　 耐震診断の結果、大規模な地震の際に、「倒
壊する可能性がある」と判定された住宅が対
象です。
　●木造住宅
　　・補 助 額　改修に要する費用の２分の１、
　　　　　　　　上限60万円（設計を含む）
　　　※所得により補助率及び上限額が異なります。
　　・助成件数　50戸（平成24年度）
　●分譲マンション（設計）
　　・補 助 額　改修の設計に要する費用の２
　　　　　　　　分の１、上限200万円
　　・補助件数　１棟（平成24年度）

事業期間 （１）平成15年度～　（２）平成17年度～
事業主体 千葉市
担 当 課 住宅政策課

再開発ビル（A棟）イメージ図

� 土地区画整理

� 放置自転車対策の推進

� 消防指令体制の充実

� 消防救急無線デジタル化の推進

� 自転車走行環境の整備

事業説明 快適な都市環境を形成するため、道路・公園等
の都市基盤を整備します

事業概要 （１）検見川・稲毛地区土地区画整理事業
　●施行面積：67.95ha
　●主な公共施設：都市計画道路３路線、
　　　　　　　　　公園７か所
　●事 業 地：花見川区検見川町５丁目、
　　　　　　　稲毛区稲毛町４丁目、
　　　　　　　５丁目の各一部
　●事業期間：昭和60年度～平成32年度
　●事 業 費：約207億円
　●担 当 課：検見川稲毛土地区画整理事務所
（２）寒川第一土地区画整理事業
　●施行面積：17.73ha
　●主な公共施設：都市計画道路５路線、
　　　　　　　　　公園２か所
　●事 業 地：中央区港町、寒川町１丁目、
　　　　　　　２丁目の各一部
　●事業期間：平成元年度～平成35年度
　●事 業 費：約180億円
　●担 当 課：寒川土地区画整理事務所
（３）東幕張土地区画整理事業
　●施行面積：26.05ha
　●主な公共施設：都市計画道路２路線、
　　　　　　　　　　公園３か所、駅前広場
　●事 業 地：花見川区幕張町４丁目、５丁目、
　　　　　　　６丁目、武石町１丁目、
　　　　　　　２丁目の各一部
　●事業期間：平成8年度～平成32年度
　●事 業 費：約274億円
　●担 当 課：東幕張土地区画整理事務所

事業主体 千葉市

事業説明 自転車等の適正な利用を図り、放置自転車問題
を解消するため、放置自転車対策を実施すると
ともに、自転車駐車場の整備を進めます。

事業概要 ●放置自転車対策（放置指導等）
●自転車駐車場の整備　

事業期間 平成18年度～平成27年度
事 業 費 約7,800万円（平成24年度）
事業主体 千葉市
担 当 課 自転車対策課

事業説明 緊急通報手段の多様化や救急業務の高度化・災
害事象の複雑化などに対応するため、県内北東
部・南部の20消防本部が共同で「共同運用消防
指令センター」を整備し、効率的な通報受付体
制を確立します。

事業概要 「共同運用消防指令センター」
●県内北東部・南部の20消防本部の共同運用
●災害対応能力の充実強化
　・平常時における消防指令体制の充実強化
　・大規模災害時の消防指令体制の充実強化
● 119番緊急通報が集中した場合の受付・処理
能力の向上
●消防・救急活動の活動能力の向上

事 業 地 中央区長洲１丁目２番１号
事業期間 平成21年度～平成24年度
事 業 費 約39億円（20消防本部共同）
事業主体 千葉市
担 当 課 消防局指令課

事業説明 県域を１ブロックとした広域での消防力の効率
的な運用を図るため、平成25年度からの消防救
急無線デジタル化移行に向け、本市における消
防署や消防車両などに配置する移動局無線のデ
ジタル化整備を図ります。

事業概要 ●卓上型固定移動局無線装置（消防署所等の卓上用）
●車載型移動局無線装置（消防車両等の積載用）
●携帯型移動局無線装置（消防隊員の携帯用）　
●可搬型移動局無線装置（消防指揮隊の可搬用）
●消防団用無線装置（車載用、携帯用）　　

事業期間 平成24年度
事 業 費 ５億2,100万円　
事業主体 千葉市
担 当 課 消防局指令課、消防局総務課

事業説明 自転車利用の促進を図り、自動車社会からク
リーンな社会の実現を目指し、自転車走行環境
の整備を推進します。

事業概要 ●自転車走行環境マップの作成
●自転車走行環境整備計画の作成
●自転車走行環境の整備

事 業 地 市内全域
事業期間 平成20年度～
事 業 費 約4,400万円（平成24年度）
事業主体 千葉市
担 当 課 自転車対策課

土気駅第６自転車駐車場（平成23年９月供用開始）

高洲中央港線自転車レーン（平成23年３月供用開始）

快適な暮らしの基盤をつくる

� 千葉幸町団地「センター地区」の再生
事業説明 千葉幸町団地「センター地区」において、独立行

政法人都市再生機構と連携し、子供から高齢者
までが安心・快適に住み続けられるまちづくり
を目指し、高齢者福祉・子育て支援の拠点とな
る施設の整備による団地再生を図ります。

事業概要 ●敷地面積：約9,200㎡（２区画）
●導入予定施設
　・高齢者福祉施設
広域型特別養護老人ホーム、ショートステ
イ、デイサービスなど

　・子育て支援施設
現「幸町・子育てリラックス館」の移転先と
なる施設など

　・その他
　　地域交流スペース、生活利便施設

事 業 地 美浜区幸町２丁目
事業期間 平成24年度～平成26年度
事業主体 独立行政法人都市再生機構・千葉市・民間
担 当 課 政策調整課、高齢施設課、保育支援課
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� 主要地方道千葉鎌ヶ谷松戸線の整備 � 戸籍事務の電子化

� 新港横戸町線の整備

� 塩田町誉田町線
　  　（地域高規格道路）の整備

� 情報システムの最適化

� 住民情報系システムの再構築

事業説明 主要地方道千葉鎌ヶ谷松戸線は幕張新都心から
八千代市、船橋市、鎌ヶ谷市、松戸市を結ぶ広
域道路に位置付けられています。本事業区間は
京葉道路武石インターチェンジから八千代市方
面への千葉市管理区間である約860ｍで、慢性
的な交通渋滞の解消と交通の安全を確保するた
めに整備します。

事業概要 ●整備延長：860ｍ
●整備幅員：25ｍ
●車 線 数：４車線、歩道（両側）

事 業 地 花見川区武石町１丁目～長作町
事業期間 平成８年度～平成28年度
事 業 費 約28億円
事業主体 千葉市
担 当 課 街路建設課

事業説明 出生、婚姻など戸籍届による戸籍編製事務や戸籍
謄抄本等の証明書交付時間の短縮化など市民サー
ビスの向上と事務の効率化・合理化を図るため、
戸籍事務を電子化（コンピュータ化）します。

事業概要 ● 戸籍、戸籍の附票の写しなどの電子データ化
作業
●戸籍情報システムの構築
●戸籍情報システム稼働（平成26年１月予定）

事業期間 平成23年度～平成26年度
事 業 費 約17億円
事業主体 千葉市
担 当 課 市民サービス課

事業説明 臨海部と内陸部の連絡強化を図るとともに、千
葉中環状道路の形成により、市中心部へ流入す
る通過交通を抑制し、市中心部の円滑な交通の
流れを確保します。
なお、整備にあたっては、地域の生活環境や都
市環境の改善及び地球温暖化防止に貢献する
「みどりの道（帯）づくり」を目指し、道路内はも
とより沿道の公園・緑地の緑化を推進します。

事業概要 ●整備延長：2.6km
●整備幅員：31ｍ～52ｍ
●車 線 数：本線部４車線、副道部２車線、  
　　　　　　歩道（両側）
●沿道緑化：3.0haを緑化

事 業 地 美浜区幸町～稲毛区穴川
事業期間 平成８年度～平成26年度（平成22年８月28日

本線部供用、平成24年２月末副道部全線供用）
事 業 費 約740億円
事業主体 千葉市
担 当 課 街路建設課

事業説明 臨海部と内陸部の連絡強化を図るとともに、千
葉中環状道路の形成により、市中心部へ流入す
る通過交通を抑制し、市中心部の円滑な交通の
流れを確保します。
なお、京葉道路の蘇我インターチェンジと直結
するため、蘇我副都心と市原、木更津方面との
連絡が強化されます。

事業概要 ●整備延長：780ｍ
●整備幅員：32ｍ～70ｍ
●車 線 数：本線４車線、副道２車線、
　　　　　　歩道（両側）

事 業 地 中央区塩田町～生実町
事業期間 平成20年度～平成28年度（事業認可期間）
事 業 費 約177億円
事業主体 千葉市
担 当 課 街路建設課

事業説明 システム運用の効率化やコスト削減を図るた
め、市全体の情報システム構成の見直し及び集
約化を行います。

事業概要 ●クラウドサービスの活用
クラウドサービスへの移行が可能なシステム
は、更新時に順次、移行します。
●統合サーバへのシステム集約
これまで各部門が個別に導入していたシステ
ムを更新時に順次、集約します。

事業期間 平成24年度～平成33年度
事 業 費 約16億円
事業主体 千葉市
担 当 課 情報企画課

事業説明 低コストで効率的なシステムの運用を実現する
ため、住民情報系システム（住民記録・税務・
国民健康保険・福祉・介護保険）の再構築を行
います。

事業概要 第１期｢業務共通・介護保険・税務｣、第２期｢福
祉｣、第３期｢住民記録・国民健康保険｣として段
階的に再構築を進めます。
　●第１期（平成24年度から再構築開始）
　　業務共通：平成26年度稼働
　　介護保険：平成27年度稼働
　　税　　務：平成28年度稼働
　●第２期（平成25年度から再構築開始）
　　福　　祉：平成29年度稼働
　●第３期（平成26年度から再構築開始）
　　住民記録：平成29年度稼働
　　国民健康保険：平成29年度稼働

事業期間 平成24年度～平成28年度
事 業 費 約60億円
事業主体 千葉市
担 当 課 情報システム課

� 狭あい道路拡幅整備� 市営水道第3次拡張事業の推進

� 市営霊園の整備

� 一般国道357号
　　 湾岸千葉地区改良
　

事業説明 安全で住みやすいまちづくりの実現のため、幅
員4ｍ未満の狭い市道を、市民の協力（寄付）を
得て拡幅整備します。　

事業概要 ● 後退用地、すみ切り用地にある門、塀、擁壁等の
撤去や樹木の移植等に要する経費の一部を助成
●すみ切り用地の寄付について、奨励金を交付
● 寄付を受けた用地は、測量、分筆、登記、舗
装等を実施
●想定件数48件（平成24年度）

事業期間 平成14年度～
事 業 費 約2,000万円（平成24年度）
事業主体 千葉市
担 当 課 建築指導課、維持管理課、

中央・美浜土木事務所、
花見川・稲毛土木事務所、
若葉土木事務所、緑土木事務所

事業説明 市民の生活環境の改善・充実及び公衆衛生の向
上に資するため、若葉区泉地区の未給水区域の
解消を図ります。

事業概要 ●事業認可：平成15年４月
●整備する主な施設
　・浄水場（33,700㎥／日）　１か所
　・送水施設　１式
　・給水場（8,000㎥／日）　１か所
　・配水管（φ75～400）　Ｌ＝約123㎞

事 業 地 若葉区中野町、御殿町、高根町など22町
（48.81㎢）

事業期間 平成15年度～平成27年度
事 業 費 約460億円
事業主体 千葉市
担 当 課 水道事業事務所

事業説明 （１）平和公園の拡張・整備
平和公園の新規墓地供給が平成25年度で終了
するため、今後の墓地供給に向けＡ地区を整
備します。

（２）桜木霊園合葬墓の整備
近年の少子・高齢化や未婚化などで墓地の承
継を望まない市民ニーズが多くあるため、新
形態墓地（合葬墓）を整備します。

事業概要 （１）平和公園Ａ地区について、市民ニーズに対
応した小規模な墓地を約7,000区画整備し、
平成30年度から供給を開始する予定です。
　●事 業 地：若葉区多部田町1485番地、外
　●事業期間：平成24年度～
　●担 当 課：生活衛生課、公園建設課
（２）平成24年度から建設に着手し、25年度か
ら供用を開始する予定です。
　　・名　　称　（仮称）千葉市桜木霊園合葬墓
　　・規　　模　12,000体埋蔵
　　・建築面積　約760㎡
　　・延床面積　約730㎡
　　・敷地面積　約5,900㎡
　　　　　　　　（桜木霊園内計画面積）
　　・構　　造　鉄筋コンクリート造
　　　　　　　　[地上１階地下１階]
　●事 業 地：若葉区桜木１丁目367番地の一部、外
　●事業期間：平成23年度～平成25年度
　●事 業 費：約２億6,000万円
　●担 当 課：生活衛生課、営繕課、
　　　　　　　建築設備課、公園建設課

事業主体 千葉市

事業説明 一般国道14・357号の交通混雑と沿道環境の改
善を図るため、渋滞の著しい登戸交差点、市役
所前交差点等を立体化するほか、連続する交差
点を改良します。

事業概要 ●整備延長：約5.6ｋｍ
●整備幅員：50ｍ
●車 線 数
　・立体部　本線４車線、連結側道２車線、
　　　　　　歩道（両側）
　・交差点　４か所（千葉西警察入口､ 稲毛浅間
　　改　良　神社前､運輸支局入口､登戸4丁目）
　　　　　　改良内容（右左折車線設置、直進車
　　　　　　線増設）

事 業 地 美浜区真砂２丁目～中央区問屋町
事業期間 平成15年度～平成26年度（予定）
事業主体 国土交通省（関東地方整備局千葉国道事務所）
担 当 課 道路計画課

地下立体整備（市役所前交差点）イメージ図

� 資産経営の推進
事業説明 資産経営の最適化を図るため、資産の効率的な

利用や資産総量の縮減、計画的な保全による施
設の長寿命化を推進します。

事業概要 ● 資産経営の基本的な考え方や取組みの方向性
を示す基本方針の策定
●資産データ一元化のためのデータベースの整備
● 資産の総合評価に基づく利用調整から施設の
計画的保全までを総合的に担う資産経営シス
テムの構築
● 資産の効率的な利用や資産総量の縮減、計画
的な保全による施設の長寿命化の推進

事業期間 平成23年度～
事業主体 千葉市
担 当 課 資産経営課

ひと・モノ・情報がつながる基盤をつくる
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� インキュベート施設の整備
� 里山の保全事業説明 ビジネスアイディアの段階から、1人でも比較

的容易に起業でき、従来のビジネススタイルと
異なる経営の増加にも対応できるようにするた
め、フリースペースのインキュベート（起業支援）
施設を整備します。

事業概要 オフィススペースを仕切らず小規模な会社や個
人事業主30人程度が共有して働くフリースペー
スオフィスとして貸し出し、以下の支援を行う
ことにより、市内での起業を促進します。
・オープンな環境を造ることにより、利用者同
士のコミュニケーションを促進し、スタート
アップ時に課題となる、人的ネットワーク、
スキル等の不足を補います。

・行政、民間、市民が一体となった、有志によ
る人的ネットワーク「1000リーフパートナー
シップ」が企画運営する｢起業家支援ゼミ｣と、
産業振興財団の既存の体制を効率的に組み合
わせ、入居者の創業～株式公開の各段階に最
適な支援を提供します。

事 業 地 中央区中央２丁目５番１号
千葉中央ツインビル２号館７階

事業期間 平成24年度～
事 業 費 3,000万円（平成24年度）
事業主体 千葉市・財団法人千葉市産業振興財団
担 当 課 産業支援課

事業説明 「里山地区」を指定することにより、里山の有す
る多面的機能の維持増進及び景観の保全を図
り、市民の里山並びに林業に対する理解と関心
を深めるため、「里山地区」の維持管理と新たに
指定した「里山地区」の保全整備を行います。

事業概要 ●「里山地区」３か所の維持管理
●「里山地区」１か所の指定及び保全整備
● ボランティア団体の里山維持管理に対する支
援の拡充

事 業 地 いずみの森・ひらかの森・おぐらの森・
新規指定里山地区

事 業 費 500万円
事業主体 千葉市
担 当 課 農政センター農業経営支援課

里山地区の保全（下刈り作業）

5 ひとが集い働く、魅力と活力にあふれるまちへ

� ＪＲ千葉駅建替えの促進

� 国際経済交流の推進

� 企業立地の促進

� 幕張新都心の整備促進

� キッズ・アントレプレナーシップ
　　 （起業家精神）教育の推進

事業説明 JR東日本が進めている千葉駅駅舎・駅ビル建
替えに合わせ、駅周辺の魅力向上と利便性向上
を図るため、モノレールへ連絡する通路などを
整備するとともに駅周辺の活性化を促進します。

事業概要 ●千葉都市モノレール連絡通路
　・エスカレータ２基（上下）、エレベータ１基
●北口階段
　・エレベータ１基
●千葉駅周辺のまちづくり方策の検討

事 業 地 中央区新千葉１丁目ほか
事業期間 平成24年度～平成27年度
事 業 費 約10億円
事業主体 千葉市・東日本旅客鉄道株式会社
担 当 課 都市計画課

事業説明 市内企業の活性化と外資系企業の立地を促進する
ため、姉妹・友好都市のヒューストン市、天津市、
呉江市との企業の相互進出や市内企業の販路拡大
を支援するなどの経済交流を推進します。

事業概要 ●市内企業向け海外進出セミナーの開催
●ヒューストン市からの企業訪問団受入れ
●友好都市からの企業訪問団との商談会の開催
● 市内企業に対する姉妹・友好都市への海外展
開支援

事業期間 平成22年度～
事業主体 千葉市
担 当 課 経済企画課

事業説明 税源の涵養や雇用の確保を図り、市内企業のビ
ジネス機会の拡大を推進するため、中規模本
社の立地促進や市民の雇用を奨励する補助メ
ニューを新設し、更に賃借型立地の補助対象業
種の拡大など従来の企業立地促進補助制度を大
幅に拡充し、企業立地を促進します。

事業概要 ●所有型企業立地補助
・固定資産税・都市計画税相当額（３～５年間 
　上限25億円）
・市民雇用奨励（初年度のみ　上限6,000万円）
●賃借型企業立地補助
・オフィス等賃借料の１/３～２/３（初年度の
み　上限500万円）

・法人市民税法人税割額相当額の１/２（３年間）
　ただし、本社立地（～平成26年度）に限り、法
人市民税法人税割額相当額の10/10（３年間）

・市民雇用奨励（初年度のみ　上限1,500万円）
事 業 地 市内の工業団地、工業専用地域、工業地域、

準工業地域、千葉都心、幕張新都心、
蘇我特定地区、新港経済振興地区等

事業期間 平成10年度～
事業主体 千葉市
担 当 課 経済企画課

事業説明 「職・住・学・遊」の複合機能が集積した、国際
性豊かなまちづくりを推進するため、幕張新都
心の若葉住宅地区における住宅開発や拡大地区
における民間事業者等による開発を促進します。

事業概要 ●若葉住宅地区（約33ha）
　・千葉県による土地分譲の促進
　・計画住宅戸数　4,000戸
　・計画居住人口　10,000人
●幕張ベイタウン（約84ha）
　・計画住宅戸数　9,400戸
　・計画居住人口　26,000人
●拡大地区（未利用地部分約18.3ha）
　・千葉県による基盤整備
　・民間事業者による商業施設の建設、開業　

事 業 地 美浜区若葉、打瀬、豊砂
事業主体 千葉県・民間等
担 当 課 政策調整課

事業説明 次世代を担う子ども達の起業家精神を喚起・涵
養するため、もの作りの楽しさや、経済・金融
の仕組みを学ぶ機会を、大学や企業などと連携
し創出します。

事業概要 ●西千葉子ども起業塾の実施
● 他機関の実施するキッズ・アントレプレナー
シップ教育事業の市内への誘致

事業主体 千葉市・大学・企業・地域等
担 当 課 経済企画課

まちづくりの方向性

都市の魅力を高める 地域経済を活性化する

都市農林業を振興する

キッズ・アントレプレナーシップ（起業家精神）教育講座
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若　葉　区
豊かな自然環境と地域資源を活かし　　　　　　　　　
　　　　　　　　　魅力と活力と誇りのあるまち　若葉区

◆推計人口151,857人　◆世帯数62,242世帯　（平成24年1月1日現在）

●若葉区まちづくり支援システムの活用
区民一人ひとりのまちづくりへの参加意識を高めるため、地域
ごとの将来像を示すシステムの充実を図るとともに啓発と支援
を行います。

●若葉区の魅力伝承
区民一人ひとりが区の魅力を再認識し、若葉区に対する愛着と
誇りを持つことができるように、区民と協働で地域の魅力発見
や情報発信を行います。

●地域福祉活動支援
地域の支えあいによるまちづくりを推進するため、地域福祉活
動を行う団体に対し、助成します。

緑　　区
豊かな自然と地域の特性を活かし　　　　　　　　　

　　　　　　　　　みんなが助けあい　住み続けたいまち　緑区
◆推計人口123,968人　◆世帯数45,337世帯　（平成24年1月1日現在）

●緑区まちそだて
市民主体のまちづくりを推進するため、地域課題の解決などに
取り組む地域団体に対し、助成します。

●こども防災体験
地域の防災力の向上を図るため、親子を対象に、災害発生時を
想定した防災訓練を実施します。

美　浜　区
美しい浜辺と様々な交流のある　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　みんなで創

つく

るにぎわいと活力のあふれるまち　美浜区
～住んでみたいまち、ずっと住みたいまちを目指して～

◆推計人口149,507人　◆世帯数62,827世帯　（平成24年1月1日現在）

●魅力ある美浜区づくり活動支援
市民主体のまちづくりを推進するため、地域課題の解決などに取り組む地域団体に対し、助成します。

●こども防災体験
地域の防災力の向上を図るため、親子を対象に、災害発生時を想定した防災訓練を実施します。

●人財バンク
シニア世代の生きがいづくりや世代間交流を促進するため、地
域のまちづくりのための人材情報のマッチングを行います。

●魅力発見ウォーキング
区の特性を活かしたまちづくりを推進するため、区民が地域の
魅力を発見するウォーキングを実施し、周知・PRを行います。

●安全会議
地域の防犯体制を強化するため、中学校区ごとに安全会議を設
置し、関係団体のネットワーク化や地域安全マップを作成しま
す。

中　央　区
都心のにぎわいと　人々の優しさを感じるまち　中央区

◆推計人口200,178人　◆世帯数94,290世帯　（平成24年1月1日現在）

●みんなで創る中央区づくり
市民主体のまちづくりを推進するため、地域課題の解決などに
取り組む地域団体に対し、助成します。

●くらし安心・自主防災マップ作成
地域の防災力の向上を図るため、自主防災マップを作成します。

花　見　川　区
みんなの力で　川と緑と笑顔が輝くまち　花見川区

◆推計人口180,169人　◆世帯数76,282世帯　（平成24年1月1日現在）

●地域で育む花見川区づくり活動支援
市民主体のまちづくりを推進するため、地域課題の解決などに
取り組む地域団体に対し、助成します。

●花見川区地域主体型防災訓練
地域の防災力の向上を図るため、地域主体で企画し、避難所運
営を行う防災訓練を支援します。

稲　毛　区
思いやりと笑顔があふれ　人・地域・文化が交流する　文教のまち　稲毛区

◆推計人口157,309人　◆世帯数68,719世帯　（平成24年1月1日現在）

●「人と地域と文化が交流する稲毛区」づくり活動支援
市民主体のまちづくりを推進するため、地域課題の解決などに
取り組む地域団体に対し、助成します。

●セーフティマップ推進
地域の防災力の向上及び防犯意識の醸成を図るため、町内自治
会との協働により、防災・防犯マップを作成します。

区の自主事業
特色あるまちづくりを推進し、また、
区特有の課題や区民ニーズに対応す
るため、区の自主性や独自性を発揮
した事業を実施します。
ここでは、その一部をご紹介します。

防犯パトロール

花見川区地域主体型防災訓練

こども防災体験

加曽利貝塚

海辺（幕張新都心）多機能パトロール



22 23

完了プロジェクト

� 川戸中学校武道場の建設 � 中央雨水1号貯留幹線・中央雨水ポンプ場の整備
　　（「千葉都心部雨水対策の推進」における主要事業）事 業 地 中央区川戸町443番地

事業概要 ●延床面積　194.08㎡
●鉄骨造　平家建

事業期間 平成22年度～平成23年度
事 業 費 約3,100万円
事業主体 千葉市
担 当 課 学校施設課

事業概要 （１）中央雨水１号貯留幹線の整備
　●事　業　地：都川・葭川周辺の中心部と
　　　　　　　　東千葉周辺等
　●総　延　長：約５㎞
　●内　　　径：5,250㎜
　●貯　留　量：約80,000㎥

（２）中央雨水ポンプ場の整備
　●事　業　地：中央区中央港１丁目211番地１
　●ポンプ能力：約７㎥／秒
　●雨水滞水池：約17,000㎥

事業期間 平成12年度～平成23年度
※関連事業については、今後も継続して実施。

事 業 費 約350億円
事業主体 千葉市
担 当 課 下水道建設課、下水道施設建設課

まちづくりの方向性 1

❶ 千葉中央港地区まちづくりの推進 …………………… 4

❷ 蘇我スポーツ公園の整備（防災公園街区整備）……… 4

❸ 緑と花のあふれるまちづくりの推進 ………………… 5

❹ 再生可能エネルギーの推進 …………………………… 5

❺ ごみ減量・再資源化の推進 …………………………… 6

❻ 良好な水環境づくりの推進 …………………………… 6

まちづくりの方向性 ２

❼ 健康づくりの推進 ……………………………………… 7

❽ 海浜病院の再整備 ……………………………………… 7

❾ 質の高い多様な保育サービスの提供 ………………… 7

� 幼稚園教育の充実 ……………………………………… 7

� 子どもルームの拡充 …………………………………… 8

� 子育て支援の充実 ……………………………………… 8

� 子ども・若者総合相談センター（仮称）の設置 …… 8

� ＤＶ防止対策  …………………………………………… 8

� あんしんケアセンターの整備 ………………………… 8

� 介護予防の推進 ………………………………………… 9

� 介護保険サービスの充実 ……………………………… 9

� 認知症疾患医療センターの設置 ……………………… 9

� 障害のある人への支援の充実 ………………………… 9

まちづくりの方向性 ３

� 校舎・屋内運動場の耐震補強 ……………………… 10
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